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~

県
立
大
学
と
連
携
事
業
を
実
施
し
ま
し
た~

　

以
前
か
ら
計
画
を
進
め
て
い
た
高
知
県
立
大

学
と
の
連
携
事
業
を
８
月
か
ら
9
月
に
か
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

　　　
今
回
の
連
携
事
業
で
は
、
大
学
１
回
生
が
、

授
業
の
一
環
で
、
長
浜
・
御
畳
瀬
・
浦
戸
の
3

地
区
に
入
り
、
3
日
間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
南
海
中
学

校
の
生
徒
達
も
一
緒
に
ま
ち
歩
き
を
行
い
、
最

終
日
に
は
、
地
区
の
方
に
向
け
て
活
動
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
の
テ
ー
マ
及
び
、
発
表
内
容
を

一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

高
知
市
内
で
も
特
に
人
口
が
大
き
く
減
少
し

て
い
る
長
浜※

・
御
畳
瀬
・
浦
戸
地
域
に
お
い

て
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
、
地
域
振
興
と
い
う

観
点
か
ら
、
活
性
化
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を

行
い
、
高
知
市
に
対
し
て
振
興
策
の
案
を
提
案

す
る
住
民
主
体
の
会
「
長
浜
・
御
畳
瀬
・
浦
戸

地
域
活
性
化
協
議
会
」を
設
立
し
、活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
（
水
）
19
時
か
ら
南
海
中
学
校
で
，

平
成
30
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
，「
高
知
県
立
大
学
と
の
連
携
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
」共
有
を
は
か
っ
た
の
ち
、

「
地
区
間
で
連
携
し
て
進
め
る
取
組
」
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

・史跡等への看板設置 (写真や絵を入れる )
・防災対策について情報発信
・空き家・空き店舗活用 (飲食店等 )

第
2
回
総
会
開
催

長浜地区実習テーマ

「どろんこ祭りを誇りにした地域づくりと交流人口の拡大を考える」

・情報発信 (インターネットの活用等 )
・若者向けのイベント (どろんこスポーツ大会等 )
・親子向けの取組 (色つきどろんこ等 )

　歴史ある「どろんこ祭り」の魅力を地区内外に浸透させるとともに、地区を年中
活性化させ、多くの人を呼び込むための方策について発表していただきました。

祭りを地区内外に浸透させる取組

地区を年中活性化させる取組

・学生ボランティアとの連携 (行事への参加 )

・空き家の活用 (学生の下宿先に )

御畳瀬地区実習テーマ
「地区に住む女性らが活躍できる活性化策を考える」

・旧御畳瀬小学校の活用 (カフェ、遊具の設置等 )

・新たなイベントの開催 (朝市等 )

・お祭り等の情報発信 (インターネットの活用 )

・まちの雰囲気づくり (堤防アート等 )

　地区内外の人が交流し、にぎわいを創出するために、学生が地区住民と連携し、活
性化を進めていく方策等について発表していただきました。

  地区内外の人が交流し、
にぎわいを創出する取組

　学生との連携を深める取組

※

長
浜(

横
浜
・
瀬
戸
・
横
浜
新
町
・
長
浜
蒔
絵
台
は
除
く)

▲若宮八幡宮にてどろんこ祭りの踊り体験

▲中村農園試験農場の見学

▲干物づくりの見学

▲県漁協御畳瀬支所の見学

大
学
生
が
考
え
る
地
域
の
活
性
化
策
を
発
表
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活性化協議会についてのご意見等をお聞かせください

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・浦戸漁港跡地の活用 (海鮮朝市等 )

・公民館の活用 (2 階をカフェに活用等 )

浦戸地区実習テーマ
「交流人口の拡大に向けたまち歩きコースとその拠点づくりを考える」

・既存の観光地の魅力発信 (桂浜、水族館 )

・まちの雰囲気づくり (堤防・空き家アート等 )

・特産品の活用 (しらすロード等 )

・新たなイベントづくり (フォトイベント、釣り具レンタル等 )

　地区外から人を呼び込み、交流人口を拡大させるための「まち歩きコース」とその
拠点について発表いただきました。

まち歩きコース

拠点づくり

地
区
間
で
連
携
し
て
進
め
る
取
組

①歴史・文化

  ②産業・観光・食

③福祉・教育・移住

各地区で連携が可能と考えられる取組案 ( 一部抜粋 )

・お遍路さんを観光客としてとらえ、地域内の情報を発信していく
・長宗我部に特化したマップづくりを進める
・情報発信はチラシ等の紙媒体とインターネットの活用を並行して進める
・上記のような活動を通じて、地域の子どもに歴史・文化を学んでもらう

・地域の特産品を外商するためのルートや拠点づくりが必要

・観光客に 3地域を回ってもらうためには、各地区に拠点や見所が必要

・遊覧船を活用し、海からも地域に来てもらう

・空き家情報を地区間で共有し、連携を図る

・移住者を呼び込むキャッチフレーズが必要

・堤防アート等のペイント作業は地区間で協力しながら進める

　

第
2
回
総
会
で
は
、①
歴
史
・
文
化 

②
産
業
・
観
光
・

食 

③
福
祉
・
教
育
・
移
住
の
３
つ
の
分
野
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
，
前
回
総
会
で
意
見
出
し
を
行
っ

た
「
各
地
区
で
の
連
携
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
取
組
」

に
つ
い
て
，
高
知
県
立
大
学
の
大
学
生
の
ア
イ
デ
ア
も

踏
ま
え
な
が
ら
，
具
体
的
な
活
性
化
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
左
表
の
よ
う
な
取
組
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
の
総
会
や
地
区
部
会
で
も
引
き
続
き
、
地

区
間
で
連
携
し
て
進
め
る
取
組
に
つ
い
て
、
議
論
を
深

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

長
浜
・
御
畳
瀬
・
浦
戸
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

様
か
ら
、
本
協
議
会
で
検
討
し
て
き
た
活
性
化
策

の
体
系
案
を
も
と
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
活
性
化
策
の
体
系
案
に
盛
り
込

み
な
が
ら
、
高
知
市
へ
提
案
す
る
た
め
の
提
案
書

を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
多
用
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
す
が
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
の
概
要

○
調
査
の
実
施
時
期

　

平
成
31
年
1
月
15
日(

火)

〜
29
日(

火)

○
調
査
の
対
象
地
域

　

長
浜※

・
御
畳
瀬
・
浦
戸
地
域

○
調
査
の
対
象
者

　

対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
世
帯
主
及
び

高
校
生
以
上
の
全
世
帯
員

○
調
査
の
実
施
方
法

　

世
帯
主
の
方
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒(

無
料)

に
て
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
ご

返
送
く
だ
さ
い
。
調
査
対
象
の
世
帯
員
全

員
が
回
答
で
き
る
調
査
票
を
作
成
す
る
予

定
と
し
て
お
り
ま
す
。

※

長
浜(

横
浜
・
瀬
戸
・
横
浜
新
町
・
長
浜
蒔

絵
台
を
除
く)

▲桂浜水族館の見学

▲受法寺の見学


